
令和６年度 学校保健委員会 報告 

臨時号 

川崎市立大戸小学校 

保健室 

 学校保健委員会は、学校・保護者・地域の方々などが集まり、学校における

健康に関する課題を研究協議し、健康づくりを推進するための組織です。今

回は 2/20(木)に開催し、大戸小・大戸分教室の学校職員と学校医の先生（内

科）が参加しました。 

 保健室からは健康診断の結果と保健室利用状況についての報告、学校医の

先生からはご助言をいただきました。 

【大戸小保健室より】 

○健康診断の結果について 

 身体測定では、４月から１０月にかけての７か月間で、男女ともに身長が平

均約３cm、体重が平均約２㎏増加していました。 

 各検診では、特に大きな疾病は見つかりませんでしたが、治療勧告書を配付

した児童が何名かいました。配付した治療勧告書の提出率は全体で平均する

と 52.2％でした。（昨年度 46.3％） 

○来室状況について 

 今年度の最も来室が多かった月は内科が 9 月、外科が 6 月でした。9 月は夏

休み明け久しぶりの学校ということで、体調面と精神面どちらも合わせて内

科の来室が多かったのかと考えます。6 月は、梅雨の時期に外で遊べない期間

があり、室内でぶつかるけがが多くなっていました。健康委員会の見回りの際

に、危ない遊びをしていないか点検してもらうようにしました。 

【大戸分教室保健室より】 

 分教室では、月の保健目標に沿って保健指導を行っています。視覚的要素

をたくさん取り入れて、子どもたちが分かりやすいように工夫しています。

また、健康診断の前には、子どもたちが少しでも安心して検診を受けられる

ように事前指導を行っています。 

【学校医の先生より】 

＊内科 上杉 毅彦 先生 

 インフルエンザは症状が出てから 8～12時間以上で正確な結果が出やすい

です。前後してしまうと誤った結果が出たり薬の効果が低くなることがあり

ます。発熱後すぐに解熱した際も 1 日様子を見ると良いです。 

 また、便秘のお子さんには、水分を取ることはもちろん、我慢しないこと、

トイレに座る習慣をつけることもとても大事になってきます。 

＊眼科 秦 エミ 先生 

 近年、子どもたちの近視化が大きな問題となっております。液晶画面を近

くで操作する時間が増えるのは、時代の流れでもあり逆らえないところでは

ありますが、眼球にとっては厄介です。引き続き、健康診断時の視力変化を

見守っていくことが大切と考えています。 

＊歯科 田口 智彦 先生 

 コロナ前後で口腔内の汚れが増えているように感じ、歯みがきをする習慣

が確立されていないと思います。家庭環境に何か問題を抱えているのかもし

れません。 

＊耳鼻科 酒向 司 先生 

耳鼻科検診では、昨年同様アレルギー性鼻炎と耳垢栓塞（耳垢の詰まり）

が多くみられます。治療勧告書の提出状況が 50％と低いようです。学校健診

はあくまでスクリーニングですので、専門家の診察を受けてきちんとした診

断をしてもらうことが大切です。 
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